平成２８年度

社会福祉法人則信会事業報告書
社会福祉法人則信会
理事会・評議員会の開催状況

及び評議員選任・解任委員会、内部監査等の開催状況
平成２８年　５月１７日（月）

　法人内部監査　　　　　古尾谷　薫　監事　　　上野　久夫　監事　

監査項目　　　　１．平成２７年度事業執行状況

　　　　　　　　　　　　　　　①理事会議事録閲覧

　　　　　　　　　　　　　　　②評議員会議事録閲覧

　　　　　　　　　　　　　　　③事業報告書の内容検討

　　　　　　　　　　　　　　　④計算書の内容検討

　　　　　　　　　　　　２．平成２７年度財産状況

　　　　　　　　　　　　　　　①資産目録

　　　　　　　　　　　　　　　②事業活動収支計算書

　　　　　　　　　　　　　　　③資金収支計算書

　　　　　　　　　　　　　　　④貸借対照表

　　　　　　　　　　　　　　　⑤預金通帳と帳簿の照合

　　　　　　　　　　　　　　　⑥証憑書類の閲覧

平成２８年　５月２１日（土）
　　　　第１回　評議員会

　　　　　　　　出席評議員　　　１３名
　　　　　　　　監　事　　　　　　２名　　
　　　　議　題　　　　①平成２７年度事業報告案について

　　　　　　　　　　　②平成２７年度決算案について

　　　　　　　　　　　　　　　③就業規則の一部改定について




　④給与規程の一部改定について
第１回　理事会

　　　　出席理事　　　　　６名
　　　　監　事　　　　　　２名
　　　　議　題　　　　①平成２７年度事業報告案について

　　　　　　　　　　　②平成２７年度決算案について
　　　　　　　　　　　　　　　③就業規則の一部改定について




　④給与規程の一部改定について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成２８年１１月１９日（土）

　　　　第２回　評議員会

　　　　　　　　出席評議員　　　１２名
　　　　　　　　監　事　　　　　　２名
　　　　　　　　議　題　　　　①定款の変更について
　　　　　　　　　　　　　　　②評議員選任・解任委員会細則について
　　　　　　　　　　　　　　　③評議員選任・解任委員会の選任について




　④報告事項
第２回　理事会　

　　　　　　　　出席理事　　　　　６名
　　　　　　　　監　事　　　　　　２名
　　　　　　　　議　題　　　　①定款の変更について
　　　　　　　　　　　　　　　②評議員選任・解任委員会細則について
　　　　　　　　　　　　　　　③評議員選任・解任委員会の選任について




　④報告事項

平成２８年１２月１０日（土）

　　　　第３回　評議員会

　　　　　　　　出席評議員　　　　５名
　　　　　　　　監　事　　　　　　２名
　　　　　　　　議　題　　　　①役員等報酬規程について
　　　　　　　　　　　　　　　②報告事項
　　　　第３回　理事会　

　　　　　　　　出席理事　　　　　６名
　　　　　　　　監　事　　　　　　２名
　　　　　　　　議　題　　　　①役員等報酬規程について
　　　　　　　　　　　　　　　②評議員候補者の選任について
　　　　　　　　　　　　　　　③報告事項
平成２９年２月１４日（火）

　　　　第１回　評議員選任・解任委員会

　　　　　　　　出席委員　　　　　３名
　　　　　　　　理　事　　　　　　３名
　　　　　　　　議　題　　　　①新評議員７名の選任について
平成２９年３月１８日（土）　
　　　　第４回　評議員会　　　　
　　　　　　　　出席評議員　　　　７名
　　　　　　　　監　事　　　　　　２名
　　　　　　　　議　題　　    ①平成２８年度第１次補正予算案について
②平成２９年度事業計画案について

③平成２９年度事業予算案について
④次期役員（理事、監事）候補者の選任について
　　　　第４回　理事会　　　　

　　　　　　　　出席理事　　　　　６名
　　　　　　　　監　事　　　　　　２名
　　　　　　　　議　題　　    ①平成２８年度第１次補正予算案について
②平成２９年度事業計画案について

③平成２９年度事業予算案について
理事・評議員研修状況
平成２８年　４月１８日　　　　　　　　　
大人の学校事業見学説明会　　　　　　　　　　東京都港区青山
伊藤　克之
平成２８年　５月　９日

　軽費ケアハウス部会研修会　　　　　　　　　　神奈川県社会福祉会館

石田　忍
平成２８年　５月１１日

　法人の魅力発見＆学校訪問養成講座　　　　　　ウイリング横浜（上大岡）

江藤　義浩
平成２８年　５月２０日

　介護保険指定事業所指導者講習会　　　　　　　茅ヶ崎市民会館
石田　忍
平成２８年　６月　７日

　県高齢協総会施設長研修会　　　　　　　　　　ホテルメルパルク横浜
石田　忍
平成２８年　６月２０日

　県社協経営者部会総会研修会　　　　　　　　　ホテルキャメロットジャパン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　克之
平成２８年　６月２４日

　県老施協総会研修会　　　　　　　　　　　　　ホテルキャメロットジャパン
伊藤　克之
平成２８年　７月２７日

　社会福祉法人制度改革対応セミナー　　　　　　ホテルキャメロットジャパン
石田、江藤
平成２８年　９月　６日

　平塚市社協福祉施設部会施設長研修会　　　　　平塚市保健センター
石田　忍
平成２８年　９月１４日～１５日

全国社会福祉法人経営者大会　　　　　　　　　熊本県熊本市内
伊藤　克之
平成２８年１０月　５日
　自動車安全運転管理者法定講習会　　　　　　　平塚市中央公民館
石田　忍
平成２８年１０月１７日
育児介護休業法改正に伴う説明会　　　　　　　関内ホール
石田　忍
平成２８年１１月１５日～１６日

全国老人福祉施設大会　　　　　　　　　　　　石川県金沢市総合スポーツセンター
石田、江藤
平成２８年１２月　１日

　社会福祉法人制度改革対応セミナー　　　　　　ホテルキャメロットジャパン

伊藤　克之
平成２８年１２月１３日

介護キャリアパス・人事評価研修　　　　　　　新宿産業会館BIZ新宿
石田、江藤
平成２８年１２月１５日

　県高齢協総会施設長管理者研修会　　　　　　　ホテルメルパルク横浜

伊藤　克之

平成２９年　３月　７日

　県高齢協総会施設長研修会　　　　　　　　　　ホテルメルパルク横浜

石田　忍

平成２９年　３月　８日

　水害・土砂災害への備えに関する要配慮者利用施設の管理者向け説明会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚木文化会館
石田　忍
平成２９年　３月１４日

　県老施協総会研修会　　　　　　　　　　　　　ホテルキャメロットジャパン
石田　忍
平成２９年　３月１７日
　経営者部会総会研修会　　　　　　　　　　　　ホテルキャメロットジャパン
石田　忍
平成２９年　３月２２日

　介護処遇改善加算説明会　　　　　　　　　　　神奈川県総合医療会館
石田　忍

平成２９年　３月３１日

　外国人技能実習制度新制度説明会　　　　　　　TKPガーデンシティ品川
石田　忍

危機管理委員会開催状況
平成２８年６月１５日　　第１回　危機管理委員会
出席者　　　　８　名

　　　　　　議　題　　「熱中症予防の普及啓発と注意喚起について」

内　容　　今年も猛暑になることを想定し、熱中症被害を防ぐため、
入居者・利用者・その家族・職員に対して予防啓発を行うことを決定した。また、厚労省が発表しているリーフレットを活用し、健康状態の観察と把握に努めるとともに、発症時の対応法について周知徹底を行った。
平成２８年８月１５日　　第２回　危機管理委員会

出席者　　　　９　名

　　　　　　議　題　　「食中毒予防の発生防止について」
内　容　　　県保健福祉局生活衛生部生活衛生課より平成２８年８月３日
付で食中毒警報が発令。過去の食中毒発生時の気象条件等を勘案し、日清医療食品を含め各セクションでも食中毒の発生を防止するため入居者、利用者および食品を取り扱う職員に対して周知と注意喚起を行った。
平成２８年１１月１４日　　第３回　危機管理委員会および研修会
出席者　　　２５　名

　　　　　　議　題　　「高齢者の罹り易い感染症について」
内　容　　 厚労省をはじめとする「福祉施設・医療機関におけるウイルス
性病原菌の集団感染」に係る注意喚起が発信されることを踏まえ、
平塚保健福祉事務所保健福祉課が実施している「感染症予防対策
相談」を活用し、平塚市民病院　感染管理認定看護師　石井美千
代氏を招き、感染症についての知識と実技を学んだ。また講師に
施設内ラウンドしてもらい、講師よりアドバイスを受ける。
施設内研修実施状況


平成２８年４月２７日（水）
第1回　施設内研修　　参加者　　２４名
　　　　　演　　題　　「介護職員に必要な話し方とコミュニケーション」
　　　　　内　　容　　(株)グローリーエンタープライズ湘南話し方センターの遠藤智美氏を講師に招き、第一印象の重要性、相手を立てる言葉、敬語の使い方、ＮＧな言葉、電話対応など、介護職における話し方、接し方についての基本を学んだ。
平成２８年６月２１日（火）
第２回　施設内研修　　参加者　　２１名
　　　　　演　　題　　「身体拘束等の排除のための取り組みに関する研修」
　　　　　内　　容　　 ういすたりあ職員を講師に、県から発行されている『高齢者虐待防止の手引き』より施設従事者向けの研修プログラムを参照し、自己点検シート（チェックリスト）を活用してのグループワークを行った。
平成２８年８月２４日（水）
第３回　施設内研修　　参加者　　２２名
　　　　　演　　題　　「腰痛予防のための介護技術を学ぶ」
　　　　　内　　容　　 ういすたりあ職員を講師にＤＶＤ『古武術介護』を参照し、腰痛を防ぐための介助法について、実習を兼ねたグループワークで学んだ。
平成２８年９月２０日（火）
第４回　施設内研修　　参加者　　２６名
　　　　　
演　　題　　「法律や裁判に関する素朴な疑問・身近なトラブル解決法について」

　　　　　　内　　容　  講師に茶谷篤弁護士と古尾谷薫行政書士を招き、
　　　　　　　　　　　　　　　  事前に集めた職員からの質問事項に対しての回答・
　　　　　　　　　　　　　　　  解説を受け、身近に起こり得る問題・トラブルの解決
　　　　　　　　　　　　　　　  法を学んだ。
平成２８年１１月２４日（木）
第５回　施設内研修　　参加者　　２３名
　　　　　演　　題　　「高齢者の罹りやすい感染症について」
　　　　　　　　　内　　容　　 平塚市民病院　感染管理認定看護師　石井美千代氏を講師に招き、感染症についての解説、マスク・手袋の正しい外し方を学んだ。また講師の方に施設内の洗面所・トイレ・浴室を見学していただき、現状行っている感染症対策・汚物処理方法について職員が説明。講師よりアドバイスを受ける。
　　　　　　
平成２９年１月２６日（木）
第６回　施設内研修　　参加者　　２４名
　　　　　演　　題　　「ＡＥＤ操作方法について」
　　　　　内　  容　  ういすたりあ職員を講師に、練習用ＡＥＤを使用して実習を行う。また蘇生法のポイントを講師から説明を受け、緊急時の対応方法について学んだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成２９年２月２２日（水）
第７回　施設内研修　　参加者　　２６名
　　　　　演　　題　　「依存症について」
　　　　　内　　容　　講師に愛光病院　大高正光氏を招き、依存症の種類、依存症にまつわる問題点について学んだ。
平成２９年３月２９日（月）
第８回　施設内研修　　参加者　　２５名
　　　　　演　　題　　「本年度を振り返る」
　　 　内　　容　　①人事について ②職員意向調査の結果 ③職務権限移譲について ④藤の花学校の講師をやってみて
平成２8年度

ケアハウス ういすたりあ事業報告書

平成２８年度は３つの重点目標を掲げていた。１つ目は「入居者の健康状態の把握及び相談業務の充実」という目標である。服薬時に声かけすることや、外出簿に記入をしてもらう際に、入居者と積極的にコミュニケーションを図ったことで、日頃の悩みや健康に関する不安等の相談をしてくるようになった。また、奇数月には、身体測定を行いＢＭＩの算出を行なった。痩せすぎ、太り過ぎの入居者や、認知症で理解が難しい入居者については、家族へ報告するとともに、かかり付けの主治医に相談をしてもらうことや、管理栄養士にも相談を持ちかけ、面談を実施することで、不安の解消を図った。２８年度は「個別面談日」を新たに設けたことで、日頃の悩みごとや、不安を取り除くことができた。中には、年金等の収入と利用料の支出の問題、保証人のことや死亡後の退去に関すること等、深刻な内容の相談もあり、担当ケアマネージャーや行政書士等と連携をとり、問題を解決する事例もあった。
２つ目は「職員のスキルアップ・質の向上」である。目標に掲げた「外部研修年２回以上の参加」は達成できた。参加した職員は、職員会議で内容の発表を行い、全職員で研修内容の共有化も図った。また、施設内研修の積極的な参加と先輩職員からの介護技術と知識を取得し、スキルアップを図った。今後はキャリア段位制度をとり入れ、より一層の質の向上を図ると同時に「ワーカーミーティング」「職員連絡ノート」の活用を引き続き行い、情報の共有と連携強化に努めていく。

３つ目は特定施設入居者生活介護に関しての重点目標とした。「他職種が参加するカンファレンスの定期開催」を掲げ、月に１回以上の開催を実施した。他職種が参加することにより、専門職の視点から多くの有効な意見が上がり、また、定期的な開催により細かな変化にも対応することが出来た。結果、入居者に対してリアルタイムに必要な介護を提供することに繋がった。
一方で、日常の余暇活動の充実にも取り組んだが、こちらは職員の退職等で一時的に人員不足となった事もあり、成果は見られなかった為、来年度に再度目標として掲げていくこととする。
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[image: image3.emf]４．身元引受人の続柄（平成29年3月31日現在）

（単位：人）

子供 甥・姪 兄弟・姉妹 その他 合計

全体 23+（7） 2 5+（2） 1 31+（9）

子供 甥・姪 兄弟・姉妹 その他 ＊保証人は第1保証人・第２保証人の２名

30 2 7 1 　２名の内１名は原則血縁関係にある者

　左記人数は第１保証人のみ記載

５．介護保険認定者・介護度（平成29年3月31日現在）

（単位：人）

要支援1 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計

男性 0 1 1 1 0 0 0 3

女性 1 4 9+(2) 6+(1) 0+(1) 0+(3) 0+(2) 20+(9)

全体 1 5 10+(2) 7+(1) 0+(1) 0+(3) 0+(2) 23+(9)

（単位：人）

要支援1 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計

26年度 2 2 7+(1) 6+(2) 1+(2) 1+(1) 0+(2) 19+(8)

27年度 1 1 11+(1) 3+(3) 2+(1) 1+(1) 0+(2) 19+(8)

28年度 1 5 10+(2) 7+(1) 0+(1) 0+(3) 0+(2) 23+(9)

*入居者40名に対する比率

要支援1 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

男性 0 1 1 1 0 0 0

女性 1 4 11 7 1 3 2

要支援1 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

26年度 2 2 8 8 3 2 2

27年度 1 1 12 6 3 2 2

28年度 1 5 12 8 1 3 2

                                                        

67.5%

平成28年度

0.5%

50.0%

15.0%

80.0%

15.0%

特定入居者生活介護契約者は（）内に記入

特定入居者生活介護契約者は（）内に記入

特定入居者生活介護契約者は（）内に記入

全体 63.0%

要介護１～２

平成27年度

要介護３～５



17.5%

要支援１～２

45.0%

平成26年度

10.0%

40.0%

17.5%

子供

75%

甥・姪

5%

兄弟・姉

妹

17%

その他

3%

身元引受人の続柄

0

2

4

6

8

10

12

人

介護保険認定者介護度

男性 女性

0

5

10

15

要介護認定者数年度推移

26

年度

27

年度

28

年度


[image: image4.emf]１．利用者、性／年齢構成（平成29年３月３１日現在）

　　　　　　　　　　　　　　 （単位：人）

６０～６４歳 ６５～６９歳 ７０～７４歳 ７５～７９歳 ８０～８４歳 ８５～８９歳 ９０才以上　

　合　　計

男　　性 0 0 1 0 1 2 0 4

女　　性 0 1 2 1 8 7+(3) 8+(6) 27+(9)

合　　計 0 1 3 1 9 9+(3) 8+(6) 31+(9)

６０～６４歳 ６５～６９歳 ７０～７４歳 ７５～７９歳 ８０～８４歳 ８５～８９歳 ９０才以上　

　合　　計

男　　性 0 0 1 0 1 2 0 4

女　　性 0 1 2 1 8 10 14 36

合　　計 0 1 3 4 8 12 11 40

２．入退居の状況及び退居先と平均入居年数

（平成28年４月～平成29年３月）

（単位：人）

入院 死亡 その他

退居先 1 3 2

３．入居前居住地(平成29年3月31日現在）

（単位：人）

平塚 厚木 大磯 横浜

その他(県内）その他(県外）

合計

男性 1 0 1 0 1 1 4

女性 11+(4) 0+(1) 0 1+(1) 8+(2) 7+(1) 27+（9）

全体 12+(4) 0+(1) 1 1+(1) 9+(2) 8+(1) 31+（9）

平塚 厚木 大磯 横浜

その他(県内）その他(県外）

合計

男性 1 0 1 0 1 1 4

女性 15 1 0 2 10 8 36

全体 16 1 1 2 11 9 40

特定入居者生活介護契約者は（）内に記入

ケアハウス事業報告

特定入居者生活介護契約者は（）内に記入



　全　体 男性 女性

平 均 年 齢

85.6 82.3 86.1

最 高 年 齢

100 88 100

0 0

最 少 年 齢

65 74

6 5

介護保険施設 介護保険外施設

６年１０か月

65

退去者 入居者



平均入居年数
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15

６０～６４歳 ６５～６９歳 ７０～７４歳 ７５～７９歳 ８０～８４歳 ８５～８９歳 ９０才以上
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[image: image5.emf]６．入院の状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

2 2 1 4 2 1 0 2+(1) 4+(2) 1+(2) 1+(1) 1+(1)

特定施設

５７，０００円

６４，０００円

６８，９００円

（単位：人）



3 1,600,001円～1,700,000円 2

該当人数

1 1,500,000円以下 12+(6)

１６，０００円 １６，０００円

6 1,900,001円～2,000,000円

全体

特定入居者生活介護契約者は（）内に記入

2 1,500,001円～1,600,000円 3+(1)

入居者よりの徴収額

一般

１０，０００円

１３，０００円

１０，０００円

１３，０００円

７．事務費徴収状況

平成29年3月31日現在

年収による階層区分

1

7 2,000,001円～2,100,000円 0

２５，０００円

３０，０００円

２５，０００円

３０，０００円

4 1,700,001円～1,800,000円 2+(1)

5 1,800,001円～1,900,000円 4

１９，０００円

２２，０００円

１９，０００円

２２，０００円

10 2,300,001円～2,400,000円 0

11 2,400,001円～2,500,000円 0

４０，７００円

４０，７００円

４５，０００円

５０，０００円

8 2,100,001円～22,000,000円 4(1)

9 2,200,001円～2,300,000円 1

３５，０００円

４０，０００円

３５，０００円

４０，０００円



12 2,500,001円～2,600,000円 1

13 2,600,001円～2,700,000円 0

14 2,700,001円以上 1

特定入居者生活介護契約者は（）内に記入

４０，７００円

４０，７００円

４０，７００円

0

1

2

3

4

5

6

人

入院の状況


11．食事
　　季節のもの、旬のもの、行事食を取り入れマンネリ化せず、変化に富んだもの

　を提供してきた。また、入居者の意見を少しでも反映出来るよう、意見箱の設置
　を実施し、いつでも意見を出してもらえるような体制を作った。
　　ケアハウス職員と厨房職員は入居者により満足してもらえるよう、月に１回の栄養会議を開催し、積極的な意見交換を行った。
12．サークル活動年間参加人数（延べ人数）

	サークル名
	人数

	カラオケを楽しむ会
	177

	書道
	46

	絵手紙教室
	13


＊講師の都合により、他サークルは休校となる。

13．その他

	定期健康診断　(菊池内科)
	年1回実施

	健康チェック
	随時

	インフルエンザ予防接種
	年1回実施

	防災訓練
	年3回実施

	職員会議
	毎月1回

	栄養会議
	毎月1回

	施設内研修
	年10回

	服薬介助（バイタルチェック含）
	契約者（毎日）


　　　　　　　＊インフルエンザ接種は任意

[image: image6.emf]８．外泊の状況

（単位：人）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

1 1 1 1 2 1 2 1 3 0 0 2

９．介護保険サービス利用状況

（単位：延べ人数）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

80 113 115 77 38 40 38 26 34 31 37 51

79 87 78 81 89 85 82 80 75 67 70 76

130 132 131 113 113 110 110 107 89 113 99 124

（単位：延べ人数）

10．入居問合せ・見学・申込み 件数

（単位：延べ件数）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

0 0 2 0 1 1 1 2 0 0 0 3

3 3 3 1 3 0 2 3 1 3 1 2

0 1 3 0 1 0 0 0 0 1 1 0

（単位：件）

見学

申込み

平成26年度

平成27年度

401 1184 1540

平成28年度 680 949 1371



551



平成27年度 22 24 9

平成28年度 10 25 7

身体介護 生活援助 通所介護



6 15 6

問合せ

平成26年度

問合せ 見学 申込み

1318 1633



全体



通所介護

身体介護

生活援助



0

2

4
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[image: image7.emf]　　月・日・曜日 　　　　　　　　内　　　　容 参加人数

4月３日（日）渋田川さくらまつり　 自由参加

５日（火）

書道教室

２名

１０日（日）カラオケを楽しむ会 ６名

１３日（水）認知症予防教室 ３名

１９日（火）書道教室 ２名

２４日（日）カラオケを楽しむ会 ８名

２７日（水）

お楽しみ外出（秦野戸川公園・かっぱ寿司）

２名

２８日（木）絵手紙教室 ３名

５月4日（水）菖蒲湯 全員

８日（日）カラオケを楽しむ会

９名

１０日（火）書道教室 ２名

１４日（土）藤の花学校 ７名

１６日（月）身体測定 全員

１８日（水）藤の花学校 ７名

２１日（土）藤の花学校 ８名

２２日（日）カラオケを楽しむ会 ８名

２４日（火）書道教室 ２名

２５日（水）防災訓練 全員

２６日（木）絵手紙教室 ３名

藤の花学校 ８名

２８日（土）藤の花学校 ７名

３０日（月）

お楽しみ外出

（神奈川県立生命の星地球博物館・夢庵）

参加者なし

３１日（火）映画鑑賞会（サクラサク） １１名

６月２日（木）藤の花学校 ７名

４日（土）藤の花学校 ５名

６日（月）藤の花学校 ８名

７日（火）書道教室 ２名

１１日（土）藤の花学校 ５名

１２日（日）カラオケを楽しむ会 ９名

１５日（水）藤の花学校 ５名

１８日（土）藤の花学校 ６名

２０日（月）

藤の花学校

６名

２１日（火）書道教室 ２名

２３日（木）絵手紙教室 ２名

２４日（金）藤の花学校 ７名

２５日（土）映画鑑賞会（マジックアワー） ９名

２６日（日）カラオケを楽しむ会 ８名

２７日（月）お楽しみ外出（デニーズ平塚大神店） １名

14.行事活動実績


[image: image8.emf]　　月・日・曜日 　　　　　　　　内　　　　容 参加人数

７月２日（土）藤の花学校 ５名

４日（月）藤の花学校 ５名

５日（火）書道教室 ２名

七夕飾りつけ 自由参加

７日（木）織姫来訪 全員

９日（土）藤の花学校 ５名

１０日（日）カラオケを楽しむ会 ７名

１３日（水）藤の花学校 ５名

１６日（土）藤の花学校 ４名

１８日（月）藤の花学校 ５名

１９日（火）書道教室 ２名

２３日（土）藤の花学校 ４名

２４日（日）カラオケを楽しむ会 ７名

２６日（火）映画鑑賞会（拝啓天皇陛下様） ６名

２７日（水）身体測定 全員

２８日（木）藤の花学校 ３名

　絵手紙教室 ３名

３０日（土）藤の花学校 ４名

８月３日（水）藤の花学校 １名

６日（土）藤の花学校 ５名

９日（火）書道教室 ２名

１４日（日）カラオケを楽しむ会 ８名

１５日（月）藤の花学校 ３名

２０日（土）藤の花学校 ４名

２３日（火）藤の花学校 ５名

書道教室 ２名

２５日（木）映画鑑賞会（黄昏） ９名

２７日（土）藤の花学校 ５名

２８日（日）カラオケを楽しむ会 ８名

２９日（月）花火大会（雨天のため中止）


[image: image9.emf]　　　　　　　　内　　　　容 参加人数

９月１日（木）敬老の日セレモニー・市長来訪 全員

絵手紙教室 ２名

３日（土）藤の花学校 ４名

１０日（土）藤の花学校 ５名

１１日（日）カラオケを楽しむ会 ９名

１２日（月）防災訓練 全員

１４日（水）藤の花学校 ２名

１７日（土）藤の花学校 ５名

２０日（火）書道教室 ２名

２２日（木）藤の花学校 ５名

２４日（日）藤の花学校 ５名

２５日（日）カラオケを楽しむ会 ８名

２８日（水）藤の花学校 ３名

２９日（木）映画鑑賞会（美女と野獣） ５名

１０月１日（土）赤い羽根共同募金 自由参加

　藤の花学校 ４名

４日（火）書道教室 ２名

５日（水）藤の花学校 １名

８日（土）藤の花学校 ２名

９日（日）カラオケを楽しむ会 ６名

１０日（月）藤の花学校 ２名

１２日（水）藤の花学校 ３名

１５日（土）藤の花学校 ３名

１８日（火）藤の花学校 ４名

書道教室 ２名

１９日（水）藤の花学校 １名

２０日（木）映画鑑賞会

（グッド・ウィル・ハンティング）

４名

２２日（土）藤の花学校 ４名

２３日（日）カラオケを楽しむ会 ７名

２４日（日）藤の花学校 ４名

２６日（水）藤の花学校 ３名

10月31日～11月6日

文化祭 全員


[image: image10.emf]　　　　　　　　内　　　　容 参加人数

１１月２日（水）藤の花学校 ３名

３日（木）藤の花学校 ５名

６日（日）秋まつり 全員

７日（水）藤の花学校 ２名

９日（水）藤の花学校 ３名

１２日（土）藤の花学校 ３名

１３日（日）カラオケを楽しむ会 ７名

１５日（火）藤の花学校 ３名

書道教室 ２名

１６日（水）藤の花学校 ４名

１９日（土）藤の花学校 ５名

２１日（月）身体測定 全員

２２日（火）藤の花学校 ４名

２３日（水）藤の花学校 ２名

２６日（土）藤の花学校 ５名

２７日（日）カラオケを楽しむ会 ９名

２８日（月）藤の花学校 ４名

２９日（火）映画鑑賞会（十二人の怒れる男）

参加者なし

３０日（水）藤の花学校 ３名

１２月３日（土）藤の花学校 ５名

５日（月）藤の花学校 ４名

６日（火）書道教室 ２名

７日（水）藤の花学校 １名

１１日（日）カラオケを楽しむ会 ７名

１３日（火）藤の花学校 ４名

１５日（木）藤の花学校 ４名

１７日（土）藤の花学校 ５名

１９日（月）藤の花学校 ５名

２１日（水）藤の花学校 ４名

２３日（金）藤の花学校 ４名

２４日（土）映画鑑賞会（おしゃれ泥棒） ３名

２５日（日）カラオケを楽しむ会 ７名

２７日（火）藤の花学校 ４名

２８日（水）藤の花学校 ２名


[image: image11.emf]　　　　　　　　内　　　　容 参加人数

１月１日（日）新年会 全員

４日（水）藤の花学校 ２名

７日（土）藤の花学校 ３名

８日（日）カラオケを楽しむ会 ７名

１０日（火）書道教室 ２名

１１日（水）藤の花学校 ２名

１３日（金）藤の花学校 ５名

１４日（土）藤の花学校 ３名

１８日（水）藤の花学校 ４名

１９日（木）藤の花学校 ４名

身体測定 全員

２１日（土）藤の花学校 ３名

２２日（日）カラオケを楽しむ会 ７名

２４日（火）藤の花学校 ４名

書道教室 ２名

２５日（水）藤の花学校 ３名

２６日（木）映画鑑賞会（ある愛の詩） ８名

２８日（土）藤の花学校 ３名

３１日（日）藤の花学校 ４名

２月２日（木）藤の花学校 ２名

３日（金）豆まき 全員

４日（土）書道教室 ３名

７日（火）書道教室 ２名

８日（水）藤の花学校 ４名

１０日（金）藤の花学校 ３名

１１日（土）藤の花学校 ３名

１２日（日）カラオケを楽しむ会 ６名

１４日（火）藤の花学校 ３名

１６日（木）藤の花学校 ２名

１７日（金）映画鑑賞会（乱れる） ８名

１８日（土）藤の花学校 ３名

２０日（月）藤の花学校 ８名

２１日（火）書道教室 ２名

２３日（木）藤の花学校 ４名

２５日（土）藤の花学校 ２名

２６日（日）カラオケを楽しむ会 ７名

２８日（火）藤の花学校 ３名


平成28年度　
デイサービスセンターういすたりあ　事業報告
本年度は利用者の動向が多様で、安定した利用者数が確保できない結果になった。利用中止になった理由として、高齢に伴う疾患・骨折による入院や独居・老老介護が限界になり、施設入所を余儀なくされるケースが相次いだ。その為、実利用者数、および登録者数が激減。新規の獲得数は例年とさほどの差はなかったが、体調不良等の理由で欠席者も多く、減少した収入を補うには至らなかった。
利用者数の現状維持に努めるため、既存のサービスの他にも、季節行事を中心に、前年度より充実した内容を取り組んだ。また家族・ケアマネージャー等との連携もより深めるため、定期的な連絡・報告を欠かさず行った。連絡ノートの活用や送迎時の報告を逐一行うことで、ご家族に日頃の利用状況が明確化し、また利用者の小さな変化にも気づけることで早期の受診・治療につながり、大事にいたらないケースも見られた。
職員の教育については、外部・内部の研修に定期的な参加を促し、他部署、他職種間の連携・情報共有を図った。また月に1度、介護職員を中心としたワーカーミーティングを開催。身体状況に変化の出た利用者の対応方法について、行事の企画・準備については、昼食後の空いた時間を使って、ミニイベント、季節行事には、七夕飾りで使った竹を利用し、夏のそうめん流しを行い、低コストに抑えた内容でどこまで工夫し、提供できるかの話し合いを重ねた。
事業計画の重点目標に掲げたデイサービスの相談会の開催については、企画・準備期間が足らず、開催までに至らなかった。
地域との交流については、近隣の小・中学校と連携を図り、職場体験学習、交流会を定期的に開催した。職場体験では、インスタントシニア体験、送迎車両、機械浴槽の仕組み、車椅子をはじめとした福祉用具の説明、通所介護についての説明を行い、例年行っている体験学習に比べ、より充実した内容を展開し、高齢者の特徴・介護職について学生達により理解しやすい内容で開催することが出来た。また交流会については、小学生を中心に企画し、子供達による歌や踊りの発表の他にも現在、藤の花学校で行っている、机の上で出来るスポーツ『ゆるスポ』を生徒たちに体験してもらい、利用者・子供達との交流を図ることができた。
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[image: image12.emf]　　　　　　　　内　　　　容 参加人数

３月３日（水）藤の花学校 ５名

４日（土）藤の花学校 ２名

７日（火）書道教室 ２名

８日（水）藤の花学校 ３名

１０日（金）藤の花学校 ４名

１１日（土）藤の花学校 ２名

１２日（日）カラオケを楽しむ会 ７名

１３日（金）藤の花学校 ５名

１５日（金）藤の花学校 ５名

１６日（木）藤の花学校 ３名

２１日（火）藤の花学校 ４名

書道教室 ２名

２２日（水）藤の花学校 ３名

２３日（金）身体測定 ２名

藤の花学校 ４名

２６日（日）カラオケを楽しむ会 ７名

２７日（月）藤の花学校 ５名

２８日（火）映画鑑賞会（君の名は） ７名

３０日（木）藤の花学校 ３名
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（平成29年3月31日現在）　　　　　（単位：延べ人数）



4.　日常生活動作の状況
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5.　要介護度別 利用者数
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[image: image16.emf]7　月別利用中止者状況

（単位：延べ人数）
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＊復帰見込みが出来ない長期欠席（入院）も利用中止として数えます

新規02

＊その他の理由として、転居・経済的困難・利用拒否がありました。
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[image: image18.emf]　9．レクリエーション実施プログラム

４月 桜ひらひら　カウボーイゲーム　ボールすくい　どこが何点　カレンダー作り

５月 ホールインワン　鯉のぼり釣り　座布団点取り合戦　どこまで通せる　カレンダー作り

６月 ひっくり返してゴメン　袋の中身は何　スカットボール　洗濯バサミくっつけリレー　カレンダー作り

７月 ペットボトルボーリング　風船バレー　奥の細道　イライラダービー　金魚すくい　　カレンダー作り

８月 ファミリーバスケット　魚釣りゲーム　的当て　野球ゲーム　輪投げ　カレンダー作り

９月 ピサの斜塔　真土小学校交流会　歌唱ボランティア　傘ピンポン　敬老の日スペシャル　カレンダー作り

１０月串カツゲーム　秋の大運動会　ハラハラドキドキ玉入れゲーム　卓上カーリング　カレンダー作り

１１月タイムセール詰め放題　ファミリーバスケット　もみじ狩り　脳トレ　カレンダー作り

１２月風船サークルトレーナー　どこまで通せる？　お金釣りゲーム　クリスマスイベント　カレンダー作り

１月 お正月遊び　おせちジャンケン　投扇興　座布団陣取り合戦　サイコロコロコロ　カレンダー作り

２月 風船爆発ゲーム　ストローで玉うつし　投げて飛ばして　TANO　上乗せゲーム　カレンダー作り

３月 桜餅作り　さいころボーリング　いくつのるかな？　本の読み聞かせ　カレンダー作り

＊毎日：リハビリ体操

＊偶数月：喫茶週間

＊毎月第3週目：美容週間


平成２8年度
ケアセンター ういすたりあ事業報告書

１．「居宅介護支援事業」
居宅介護支援事業の基本方針は、“利用者が住み慣れた地域で、その人らしい生活を継続できるよう最適な支援を行うこと”である。 

　平成28年度のケアプラン作成者数は、27年度665件に対し 23件増加の延688件、1か月平均で約57名のケアプランを作成してきた。

新規の依頼があった場合は、極力受ける体制ではいたが、ケアプラン給付管理上限数制限もあるためお断りをすることも生じた。
これを解決すべくケアマネジャーの募集もしたが採用には至らなかった。
前年度と同じ人員体制であったため、大幅な利用者の増加とまではならなかった。
28年度の新規利用者は、前年比より2名多い23名で、その内訳は地域包括支援センターからの紹介（19名）・利用者本人または家族の希望（1名）・ケアハウスの紹介（1名）・サービス事業所からの紹介(2名)となっている。

地域包括支援センターからの依頼が多い理由としては、困難ケースへの取り組み実績と、支援センター職員との情報交換を密に行ったことが評価されていると思われる。
ただし前年度同様、近隣の包括支援センター以外からは紹介をもらえていないということもあり、今後は広域包括からも紹介がもらえるように営業活動をしていかなければならない。

また、終了になったケースについては、前年度と同じ19名。施設入所や長期入院となった人が（8名）、要支援に移行した人が（3名）、死亡した人は（6名）、市外への転居が（2名）であった。
利用者に対する個別支援に関しては、ＩＣＦの概念を基本ベースとして取り組むようにはしたが、利用者のＱＯＬ向上よりリスクマネジメントに比重がかかってしまった感があった。
スキルアップや情報収集については、例年通り職場外の研修会や勉強会へ積極的に参加し、民生委員との交流会へ参加することで地域との交流を深めた。

また、ケアマネミーティングを月1回、内部研修を３ヶ月に１回の頻度で実施し、サービスの質の向上に努めた。
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◎福祉体験ボランティア学習

　神明中学校・・・　Ｈ ２８年　１１／２５

　大野中学校・・・　Ｈ ２８年　１１／２２　　H２９年　１／１７

　横内中学校・・・　Ｈ ２８年　　２／２

◎ひらつか元気応援ポイント登録会員受け入れ人数 　５名

　１0．ボランティア受け入れ状況

尺八・三味線　縄文笛　歌唱ボランティア　読み聞かせ　傾聴ボランティア

歌唱ボランティア　読み聞かせの会　大庭先生　真土小学校交流会

歌唱ボランティア　傾聴ボランティア　読み聞かせの会　

大庭先生　縄文笛　尺八・三味線　歌唱ボランティア　真土学童クラブ　真土小学校交流会

踊りの会　レクダンス　歌唱ボランティア　縄文笛　読みきかせ

大庭先生　歌唱ボランティア　読み聞かせの会　尺八・三味線

読み聞かせの会　

大庭先生　縄文笛　歌唱ボランティア　読み聞かせの会　真土小学校交流会

歌唱ボランティア　読み聞かせの会

大庭先生　弾き語り　歌唱ボランティア　読み聞かせの会　



（単位：延べ人数）

催し物

歌唱ボランティア　縄文笛　読み聞かせの会

歌唱ボランティア　尺八・三味線　読み聞かせの会　大庭先生


[image: image20.emf]４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 3月 計

27年度 5 1 6 6 7 5 5 4 7 3 6 3 58

28年度 4 5 5 2 11 1 2 2 4 2 2 2 42

※

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

27年度 4 4 9 7 8 4 5 4 5 5 1 2 58

28年度 4 4 13 7 9 6 3 4 4 4 5 10 73

※

※

　   

※

※法令が厳しくなってきたこともあり、軽微な変更でもサービス担当者会議の開催

が義務付けられたため、開催件数は前年度を大きく上回った。

○　訪問調査件数（27年度・28年度比較）



○　サービス担当者会議件数（27年度・28年度比較）

1．居宅介護支援事業



サービス担当者会議は家族やサービス事業者の協力のもと適切に開催す

ることができた。

サービス担当者会議開催にあたっては、必要により主治医との面談およ

び情報収集を適切に実施した。

認定調査は調査基準に基づき、適切に行った。

半年に１回アセスメント表の記載により心身の状態に変化がない利用者

については、状況確認のみを行い、サービス担当者会議は開催しなかっ
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[image: image21.emf]４月５月６月７月８月９月10月11月 12月 1月 2月 3月 計

27年度 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 3

28年度 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 4

４月５月６月７月８月９月10月11月 12月 1月 2月 3月 計

27年度 3 2 5 2 4 1 4 4 3 3 5 2 38

28年度 2 3 4 1 4 1 3 0 3 2 4 0 27

４月５月６月７月８月９月10月11月 12月 1月 2月 3月 計

27年度 0 0 0 1 0 1 0 1 0 2 0 0 5

28年度 0 1 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 5

○　要介護認定申請代行件数（27年度・28年度比較）

※認定有効期間が24ヶ月になることが多く、更新申請数も減少している
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[image: image22.emf]４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月１０月１１月１２月 １月 ２月 3月 計

要介護５ 1 1 0 0 0 1 2 2 1 2 2 2 14

要介護４ 4 4 3 3 2 2 2 3 2 4 4 5 38

要介護３ 4 4 4 6 6 6 4 3 4 4 4 4 53

要介護２ 15 14 18 17 17 16 15 15 15 15 14 13 184

要介護１ 31 30 29 31 31 31 34 33 32 30 32 32 376

計 55 53 54 57 56 56 57 56 54 55 56 56 665

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月１０月１１月１２月 １月 ２月 3月 計

要介護５ 2 2 2 1 1 2 1 1 2 1 1 1 17

要介護４ 4 4 4 4 4 5 4 4 4 4 4 4 49

要介護３ 5 6 8 7 8 9 9 10 9 9 9 8 97

要介護２ 15 14 14 12 13 18 17 17 15 13 15 19 182

要介護１ 31 32 33 33 33 25 27 25 25 27 25 27 343

計 57 58 61 57 59 59 58 57 55 54 54 59 688

○ 平成27年度要介護別ケアプラン作成件数

○ 平成28年度要介護別ケアプラン作成件数
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[image: image23.emf]　（地域包括）地域包括支援センターからの紹介

　（病院）病院からの紹介

　（本人・家族）利用者本人・家族の希望

　（ケアハウス紹介）ケアハウスからの紹介

　（その他）サービス事業所からの紹介

紹介者総数：23人
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○　要介護別ケアプラン作成者数（27年度・28年度比較）

要介護１
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○　新規利用者内訳（28年度）
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平成28年度
ケアセンター　ういすたりあ事業報告書
２．「訪問介護事業」
平成28年度は、入院・入所・死亡などにより要介護度の高い利用者がサービスを終了し、代わって介護度の低い利用者が新規で契約されるという入れ替わりが激しい１年であった。従って、年間通した利用者数の増減で云えば、若干の増加になっているが、利用者１人当たりの利用回数では若干の減収という逆転現象がみられた。
平成28年度の訪問介護サービスでは、下記の重点目標を掲げて事業を行なった。
先ず１点目、「利用者、家族の意向に添った訪問介護計画を作成し、認定期間ごとに見直しを行ない、状態や状況の変化や希望により適切なサービスを提供する」目標については、利用者に状態変化が見られた際には直ちにケアマネージャーへ報告し、必要に応じたサービス内容の変更を実施して来た。また、日々の会話の中で利用者や家族からの曜日変更や時間変更等の要望があった際にも同様に、ケアマネージャーと連携を取り迅速に対応した。この点については十分に目標達成できたと思われる。
　2点目、「訪問介護員は、常に資質向上の為に研修・ミーティングに参加し、質の高いサービス及び安定したサービスを提供する」という目標については、職員ミーティングや法人内研修には職員全員参加する事が出来たものの、人員配置的に余裕のない訪問介護員に於いては外部研修の参加は殆ど出来なかった。これについては引き続き29年度の事業計画における重点目標に定める事とした。
３点目、「居宅介護支援事業所、地域包括支援センターへ働きかけをし、新規利用者の獲得及び利便性を図る」の目標については、たとえ困難事例を持つ対象者であっても依頼があれば引き受け、事業所や地域包括とのコミュニケーションを常日頃より心掛けた結果、各居宅介護支援事業所からの新規依頼も増えた。また、年末にはサービス提供責任者を1名増員し、責任者2名体制にした事で、新規受け入れの定員幅が増えたこともプラスに転じた。
最後に「利用者からのクレーム・苦情は真摯に受け止め、発生した原因や状況を確認・分析し、適切な対応、改善に努める」ということについては、苦情までには至らなかったものの、他事業所との連携ミスやヒヤリハット報告は発生していた為、職員会議やヘルパーミーティングの場で発表し、職員全員で確認し合い再発防止に努めた。
[image: image24.emf]4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

2 0 4 1 1 2 1 2 1 3 1 1 19

(入所、入院）

ケアハウス→特定施設、その他施設、長期入院

（他界）

利用者の他界

（転居）

利用者の転居

（要支援認定）

要介護→要支援認定

3



中止理由 8 6 2



○　利用中止理由内訳（28年度）

利用中止者数：19人



入所、入院 他界 転居 要支援認定



○　月別利用中止者数（28年度）
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[image: image25.emf]１．　登録(実)利用者数の月別推移

　月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

人数 38 39 37 35 38 38 37 38 37 37 35 40 37.4

訪問介護 ・総合支援(予防)の合計実利用者数

♦昨年の利用者平均…35.4人　　　28年度利用者平均…37.4人

単位：人

単位：回

H28年度 　４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月 １２月 １月 ２月 ３月 合　計

要支援　１ 6 6 8 10 22 13 14 17 26 26 24 7 179

要支援　２ 48 78 54 54 60 57 53 57 46 42 42 57 648

要介護　１ 136 132 121 116 22 135 143 131 132 133 119 120 1440

要介護　２ 143 118 127 96 43 85 85 51 44 36 127 161 1116

要介護　３ 76 80 80 68 0 9 9 9 14 15 29 60 449

要介護　４ 17 38 26 15 6 10 27 35 9 0 18 22 223

要介護　５ 12 19 13 17 118 29 30 28 27 22 40 30 385

合　　計 438 471 429 376 271 338 361 328 298 274 399 457 4440

　　※　27年度の合計が4672回に対し　28年度は4440回であり　232回　28年度が減少　

２．介護度別延サービス利用回数
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[image: image26.emf]　　単位：時間

　４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

身体介護 131 153 137 137 91 92 113 96 72 61 74 94 1251

身体生活 97 82 102 73 82 80 83 70 75 74 72 83 973

生活援助 178 163 149 117 118 119 120 109 102 92 82 74 1423

　合計 406 398 388 327 291 291 316 275 249 227 228 251 3647

4．利用者の要介護度分布

単位：人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

要支援　１ 2 2 1 3 5 4 4 4 4 5 5 7 3.8

要支援　２ 8 9 10 8 8 8 8 8 7 7 7 8 8

要介護　１ 14 14 13 14 15 15 16 15 15 16 14 14 14.5

要介護　２ 8 6 5 4 4 5 5 5 5 4 5 7 5.3

要介護　３ 3 3 3 2 1 1 1 3 2 3 3 3 2.3

要介護　４ 2 3 3 2 2 2 1 1 1 0 0 0 1.4

要介護　５ 1 2 1 2 2 3 2 2 2 2 1 1 1.8

 合　計 38 39 36 35 37 38 37 38 36 37 35 40 37.4

3．訪問介護サービス別提供回数(要介護１～要介護５）
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[image: image27.emf]5．訪問介護サービス別提供時間(要介護１～要介護５）

　　単位：時間

　４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

身体介護 79 101 82 83 102 72 109 81 62 55 72 74 972

身体生活 117 110 136 95 109 121 123 113 123 121 121 143 1432

生活援助 165 151 137 106 106 109 110 102 94 85 76 68 1309

　合計 361 362 355 284 317 302 342 296 279 261 269 285 3713

《コメント》

　　　身体介護とは、食事や排泄の介助、衣服の着脱、清拭、入浴介助、身体整容

　　体位交換、移動・移乗の介助、起床や就寝の介助、外出介助、その他必要な身体

　　的な介護を行うサービスです。

《コメント》

　　　生活援助とは、衣服の整理、調理、掃除、洗濯、生活必需品の買い物、薬の受

　　け取りなど日常生活の援助です。利用者本人が独居生活の場合や、障害、病気な

　　どのため家事を行う事が困難なケースに行うサービスです。
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[image: image28.emf]6．新総合事業サービス（予防）提供時間

　　　　　　　　　単位：時間

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月１２月 １月 ２月 ３月 合計

支援　1 6 6 9 10 22 13 14 17 26 25 22 35 205

支援　2 48 78 54 54 60 57 53 57 45 42 42 63 653

合　　計 54 84 63 64 82 70 67 74 71 67 64 98 858

※　新総合事業サービスについて

　「　総合事業の目的」

 　2025年（平成37）年には団塊の世代が75歳を迎えるなど少子高齢化が進行していく中、

　要支援者等の高齢者の多様な生活支援のニーズを地域全体で支える事を目的として、

　平成27年4月の介護保険法の改正により要支援1・2の方々等の一部の支援・サービスが

　総合事業として市の事業に位置づけられました。

　「　総合事業の種類　」

　総合事業は、基本チェックリストにより、事業対象者と判定された方や要支援認定を受け　　　　

　た方が対象となる「介護予防・生活支援サービス事業」と65歳以上のすべての方が利用　　　　　　

　できる［一般介護予防事業」で構成され、高齢者の方の日常生活の自立や介護予防に

　ついて、支援することを目的とします。

            単位：利用回数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月１２月 １月 ２月 ３月 合計

30分以上～

60分未満

159 155 157 151 102 83 99 63 55 42 41 64 1171

60分以上～

90分未満

236 277 238 199 210 227 232 237 208 202 194 161 2621

90分以上

43 39 34 26 33 28 29 28 34 38 38 48 418

合　計

438 471 429 376 345 338 360 328 297 282 273 273 4210

7.年間サービス利用時間の割合（要介護+新総合事業者）
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